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延期する４月の日程は再度の延期中止はしません。通常の
やり方で開催できるのか、リモートなどの手立てを講じる
かは一定の時期に判断をします。

♪昨年１１月２４日、足立教育会館で東部うたごえ協議会を
発足して１年が過ぎました。2020年に入って間もなく新型コ
ロナウイルス感染が世界中に拡大。感染の収束はいまだに見
通せない状況です。集まること、歌うこと、語り合うこと…
私たちうたごえの活動も大きな制約を受けざるをえませんで
した。日本のうたごえ祭典、全国・東京合唱発表会などが中
止や１年先に延期、東部でも毎年開催してきた「東部うたご
えフェスティバル」「東部うたう会」や多くのコンサート、
演奏会、うたう会が見送られることになりました。
こうした事態の中、東部うたごえ協議会は各サークルの状

況を交流して、学び会おう と、広く換気のできる会場を確保
して運営委員会を重ねてきました。
「Zoom などのアプリを使ってオンラインでレッスンや会議

をしている」「感染防止対策を徹底した上で、少人数 のグ
ループに分かれてのレッスンを再開した」「独自に『ガイド
ライン』を作って、練習再開 を期している」「歌いやすいマ
スクを手作りしてみた」などお互いに参考になる情報を共有
することができました。そうした中、自分たちも工夫して
やってみたい！という想いを強め、１０月にはほとんどの
サークル合唱団が練習を再開しています。
「ひとりで家の中にこもっていると、体調が優れず気持ち

が沈んでいたけれど、久しぶり に顔を合わせて歌ったり、
しゃべったりして、とっても楽しく、元気になれた」…『うた
ごえは生きる力』を改めて確かめ合うことができています。1/25付うたごえ新聞より、合唱団「この灯」

内容の詳細はお読み下さい。

【東部のうたごえ協議会加盟団体】足立教職員合唱団、足立ピースフラワー合唱団、足立保母つく
しんぼサークル、石播労働者合唱団、いろそら！合唱団、江戸川保育のうたごえサークルふくじゅ草、
合唱団この灯、合唱団 TOSEI、かんなうたごえサークル、江東保育のうたごえサークルしろつめくさ、
墨田区保育園うたごえサークルどんぐり、つゆくさ、野苺 13団体 （第2回総会報告より）



「五月オモニの会」と連帯して
いろそら合唱団 戸島美津子

♪いろそら合唱団は、結成以来、韓国とうたごえの交流
を重ねてきました。その中で、1980年5月18日光州民主化
抗争の被害者のオモニ達が結成した「五月オモニの会」と、
人権▪民主主義を守る闘いに連帯して活動しています。
（イロソラ＝起ちあがれ）
以下、「オモニの会」のご紹介と今年の出来事をお知ら

せさせていただきます。

♪かんなうたごえサークルは8月から練習を再開しま
した。月２回だった練習を会員の希望で昼と夜の各一回
に変更しました。今年も頑張ろうと思った矢先、あ～！
またもや「緊急事態宣言」が出されました。残念ですが
１月はお休みすることにしました。
新婦人墨田では仲間増やしの一環で、昨年１０月に、

日頃の活動や小組の紹介など活動チラシを作成、地域に
配布しました。その成果だけではないのでしょうが、１
０月に見学したいと、お二人が見えました。１０月２回
とも見学され、１１月から正式に入会して下さいました。

１９８０年、韓国民主主義の圧殺を狙い、銃剣と戦車で襲いかかって来た全斗煥軍事政権の蛮行に
対峙し、立ち上がった市民の闘い「５・１８光州民衆抗争」（日本では光州事件と表現）に於いて、
無実の罪で命を奪われ、拷問を受けた身内の名誉の回復と補償、民主主義の確立を求め、“５・１８関
係者はアカ”との流言をはね返し果敢に立ち上がったお母様方は「五月オモニの会」を結成し、被害者
家族の連帯と慰労、生活支援を広げながら、全斗煥の罪を問う闘いを現在も続けておられます。
この「五月オモニの会」は、民主主義や連帯など「光州五月精神」を継承するために力を尽くした

個人や団体に「五月オモニ賞」を贈り、その活動を讃えて来られましたが、５・１８光州民衆抗争４
０周年を迎えた２０２０年の「五月オモニ賞」団体賞に、私たち「いろそら！合唱団」を選んで下
さったのです！
厳密な審査会が開催され、その審査評では『「いろそら!合唱団」は、日本国内だけでなく我が国、

特に光州、そして五月オモニなどと連帯して、人権と正義、平和を愛する気持ちで共同体的連帯感を
持って持続的な活動をしてきたので五月オモニ賞の趣旨に合うと見て選定した。』と受賞の意義を讃
えて下さいました。
この名誉ある受賞を機に、改めて光州五月精神に学び更に深い連帯と交流を続けていきたいと、決

意を新たにしています。

お一人は新婦人の会員Ⅿさんです。お近くにお住いのＴさんは以前新婦人新聞の読者でした。この頃
戸が閉まっていることが多くて心配されて、思い切ってチラシを持って伺ったそうです。以前からうた
う会等に参加されていたⅯさんとコーラスならと見学に見えました。２回の見学で、大熊先生の素敵な
声と、かんなの皆の温かさに触れて入会を決意して下さったと伺い、会員が活動に自信を持った瞬間で
した。
東部のうたごえ協議会第２回目の総会議案書はかんなの皆にも渡しました。その中で「うたごえ新聞

拡大」のことが記されていました。Ⅿさんは、「うた新」は新婦人事務所でも読んでいたそうです。身
近に活動するサークルが掲載されていることも有り、読者になってくれました。
１２月には、以前会員だったＯさんが、再入会してくれました。お母さんの介護のために勝田台に

引っ越しをされたのです。昼間練習するよと連絡しましたら、「行く行く！昼間なら大丈夫だから」と。
そしてまた一人、Ｈさんは保育関係の方「まだ現役なので夜しか参加出来ないけど」、と仕事つなが

りでうたごえは良く知っている方です。
ちいさなサークルでも歌い続けていれば、また誰かの耳に届くかもしれない。コロナに負けないで、

再開の時にはまた元気に歌って行ければと、気持ちを新たにしています。

歌い続けていれば、また誰かの耳に届くかもしれない
新しい会員さん、増えました！ かんなうたごえサークル 大山美苑



９日(土)：一般A.B・交流・小編成
１０日(日)：職場・女性・オリジナル (予定)

JR「三鷹」駅から徒歩では30分ぐらいかかります。
バスをご利用下さい。

※参加団体の変動によっては変更もあります。
（各ブロック合唱発表会は9/27までに終へて下さい）

例 「国立うたOH！会」のオンライン配信

♪日本のうたごえ広島祭典はコロナ
禍で１年延期となりながら、“がんば
ろうフェスタ”を開催して全国を励ま
しました。資金が底をついた状態です。
祭典賛同金、東京のうたごえの目標

は400口（1口1000円、特別1万円）で
す。早急に現地に届けたいと思います。
苦しい折ではありますが、ご協力よ

ろしくお願いします。

・iVcam：「iVcam」というアプリを使えばスマホのカメラを
Web会議等のカメラとして使うことが出来ます。高性能なスマ
ホのカメラは特におすすめです。
・オーディオ・インターフェース：マイクやギター、キーボー
ドなどの音をパソコンに接続する機器。
・ OBS Studio：リアルタイムに、YOUTUBE LIVEなどに配信
することができるソフト。
・Restream：に向けて配信すると複数のサイトに配信してくれ
ます。OBS Studioと機能的にはダブル、ソフト。

さて 先日音楽センターの苦境が載っていました 大変だ
と思ってはいましたが早速カンパのつもりで「チゴイネル
ワイゼン」など30枚取り寄せ地域の仲間や合唱団に「支援
んよろしく」と呼びかけました 地域からは「おうち時間
ありこんなＣＤ欲しかった」「他のＣＤは無いか」など更
に10数枚を取り寄せ普及 コロナの中での連帯や出来るこ
とはまだまだあると感じました。（うたごえ新聞の普及も
気にしています）

音楽センターの苦境に一役！
ＴＯＳＥＩ 中島修一

♪コロナ感染が広がりみなさん苦労しながら又知恵を集めて取り組んでいる
ことは素晴らしいことです。私も自分に今できることは無いか「焦らず・諦め
ず」で地域の宣伝でも「ウクレレ街頭宣伝」を続けています 1/22日も蒲田で
行います。

・Facebook Rooms：昨年フェイスブック社がZoomに対抗して実装追加した50人まで時間無制限に参
加できるサービス。
・ Zoom：Web会議システムのトップシェアのソフト、やはり安定性や100人を超えるような集まり
にも対応できていて必須かと思います。
・ SYNCROOM：遠く離れた人と「音の遅れ」を0.03秒まで補正して、リアルタイムに10人ぐらいが
音楽セッションができるソフトです。伴奏者など、自宅からでも遠隔で参加できるソフトです。
・テザリング：スマホをWi-Fiルーターにしてインターネットにつなぐ機能。（オンライン平和大会に
も会場からスマホにテザリング設定をして参加しました）

※ここに上げた機器やアプリ、ソフトとPCに、音楽センター発行の「８２８歌集ソフト」(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲ
ﾝﾄ）を駆使できればかなり、リアルなうたう会が出来るでしょう。東京のうたごえでも“まなぶ企画”
として「オンライン講座」を企画中です。


